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プラズマ内部に形成される磁気島の内部とそ

の周辺ではフローの構造が異なっていることが

よく知られている。ポロイダルフローの時間変

化を観測することにより、自発的に形成された

磁気島の出現またその変動を観測することがで

きる可能性がある。今回、LHDプラズマ周辺部

において、周波数コムドップラー反射計を適用

し、空間多点計測を行うことにより、密度揺動

のポロイダル回転速度の時空間構造を観測した。

図１に示すように、低nのMHD揺動に伴う密度

揺動のポロイダル回転速度が時間的に変動して

いる様子が観測された。磁気島の内部ではポロ

イダル速度が遅く（v~ 0）、磁気島が存在しな

い場合は観測値はその場の背景流の速度（v~ 3 

km/s）となることから、観測点を磁気島が磁力

線構造に沿って通過するという回転磁気島の描

像でこの現象が説明できると考えている。トロ

イダル方向に216度（あるいは144度）離れた2点

間におけるドップラー反射計によって得られた

回転速度変化の位相差は図２のように約π[rad]

ずれており、上述した磁気島構造をもったプラ

ズマが回転しているという物理描像を示唆して

いる。この計測例の場合、変動周期は時間と共

に長くなっていき、最終的には回転が停止しロ

ックされている。この描像の真偽について、磁

気計測との相関解析結果などを用いて議論を行

う。また多点計測システムによって得られた回

転構造磁気島内部のポロイダル速度分布などの

詳細を講演にて報告する。 

 

 

図１：密度揺動のポロイダル速度の時間変化 
 

図２：トロイダル2点における位相差の時間変

化。横線は観測点のトロイダル角度の差 
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